








｢1｣は山下摂氏 (岡山大 ･農学部)らの ｢近交
系シリアン-ムスターにおける多型性の有無の検
討-mtDNA 制限酵素切断型を用いて-｣,演題




























































































































































花谷 利春,杉本 純夫,田中 恵美,滝本 晃




























































































































































参 考 文 献
三谷恵一 初期学習における経験と発達のメカ
ニズムー潜在学習･知覚学習･潜在制止-.1989,
岡山大学文学部研究叢書 3
第20回岡山実験動物研究会
平成 2年12月1日(力午後 2時からまきび会館に
おいて開催された｡
はじめに,会長の猪貴義教授から開会の御挨拶
があった｡この挨拶の中で,各分野で御活躍され
ている3名の講師の先生方をお招きしたことなど
がお話された｡その後,直ちに特別講演に移った｡
特別講演 ｢1｣は ｢動物実験における腎症候性出
血熱の発生と終息｣と題して元大阪大学微生物病
研究所教授の山之内孝尚先生が講演された｡この
司会は猪貴義先生 (岡山大 ､･農学部)が担当され
た｡
わが国での動物実験に伴 う腎症候性出血熱
(HFRS)患者の発生から終息に至る経過,発症要
因などについて詳細なデータに基づいてお話され
た｡このお話から,先生の長年の御苦労が偲ばれ,
また動物実験を行なう際の汚染予防の重大性をあ
らためて認識することができた｡
特別講演 ｢1｣の終了後､約20分間休憩をとっ
た｡休憩後,事務局から会務報告があった｡その
内容を要約すると,①次期 (平成 3年度以降)の
研究会長に田坂賢二教授 (岡山大 ･薬学部)が選
出されたこと｡②研究会会則の改正がなされたこ
と｡③監事の高橋正惰先生に代って中永征太郎先
坐 (ノー トルダム清心女子大)が推薦されたこと｡
(参次期 (第21回)研究会の開催は来年5-6月頃
行なう予定であること｡⑤会員数は129名,本日の
入会が2名で計131名である,などであった｡
会務報告後,特別講演 (2題)を続行した｡
特別講演 ｢2｣は ｢神経細胞の雑種形成｣と題
して京都大学ウィルス研究所の石井一宏先生が講
潰された｡この司会は片山泰人先生 (岡山大 ･医
学部)が担当された｡
分子生物学 ･神経工学の手法による神経機能解
析,特に細胞培養系を用いた先生の最近の研究に
ついて詳細にお話され,大変印象深い内容でした｡
特別講演 ｢3｣は ｢アセチルコリンおよびヒス
タミン吸入に対する気道感受性を異にするモルモ
ット二系統の選抜育種｣と題して日本臓器製薬株
式会社,生物活性科学研究所の三上博輝氏が講演
された｡
近年アレルギー患者数は急増し,大きな社会問
題となっている｡ お話の内容はまさに時を得たも
のであり,選抜育種によって作出された系統 (ア
レルギー高 ･低感受系)は今後アレルギーの研究
にとって価値の高いものになるものとみられ,大
変興味深 く拝聴した｡
会には80名以上の参加者があり,盛会のうちに
終了した｡会終了後,懇親会が同会場で持たれた｡
この会では久しぶりにカラオケも登場し,なごや
かな雰囲気の中で会員相互の親睦を深めた｡
上記の特別講演の要旨は以下に示しているが,
本誌の特別講演要旨 (2-23ページ)にさらにく
わしく掲載されているので,参照して下さい｡
1.動物実験における腎症候性血熟の発生と終息
山之内 孝 尚
(元大阪大学微生物病研究所教授)
わが国での教育研究機関での動物実験に伴う腎
症候性出血熱(HFRS)が確認されたのは昭和53年
後半であるが､本症の発症状況の調査,病原体の
分離,検査体制の確立を通じて本症の予防制圧,
汚染動物の排除を研究の目標として文部省科研費
特定研究班が緊急発足し,臨時国立大学動物施設
長会議と併せて,第1回の班会議が東大学士会館
分館で開催されたのは12月12日であった｡以後研
究目標は総合研究A班.に引きつがれ,研究が展開
されたが,昭和59年末以降 1名の本症患者発生も
見ず,目標を達成し総合研究を昭和63年度をもっ
て終了した｡動物実験に伴うHFRS患者発生から
終息に至る経過と発症要因,予防の基本対策につ
いて姓研究で得られた知見を基に略述する｡
